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Orthologicsの意味論的研究

宮崎 裕
北陸先端科学技術大学院大学

情報科学研究科

2000年 1月 14日

論文の内容の要旨

本論文では、ある種の非古典論理を semanticalな立場から考察する。ここで取り扱うのは、or-

thologic周辺の非古典命題論理と、そのうちのいくつかの最小述語拡大である。
ここで考察する命題論理は、それぞれに対応するある代数の varietyによって特徴付けられてお
り、それゆえ、逆にその varietyの性質が対応する命題論理の性質に反映されている。
本論文で取り上げる話題の１つは、与えられた代数の完備化可能性である。代数の完備化手続き
としては主に次の 2つが知られている、すなわちDedekind-MacNeille完備化および相対空間を介
した完備化である。前者は、ある命題論理の最小述語拡大に対する代数的 semanticsを考え、その
完全性を示すときに有効である。というのは、この場合の埋め込み写像が任意の joinや meetを
保存するからである。この議論はここで我々が取り上げているいくつかの命題論理に対しても有
効である。実際、我々はそれらに対応する代数が Dedekind-MacNeille完備化可能できることを示
し、それによってそれらの命題論理に対応する最小述語拡大の semanticsを構成した。一方、後者
の方法はある命題論理の relational semanticsを構成するときに用いられる。実際、我々はこの方
法を用いて、いくつかの命題論理に対して relational semanicsを構成し、その完全性を示した。
さらに、上記の完備化手続きを少し拡張することによって、我々のいくつかの varietyがある代
数的な条件を満たすことを示し、それによってそれらに対応する命題論理とその最小述語拡大が、
Craig's interpolation propertyを持つことを示した。
本論文で取り上げるもう１つの話題は、orthomodular logicに対する semanticsの構成である。

Orthomodular latticesに対してはよい相対空間が考えにくいために orthomodular logicの seman-

ticsを構成する上で適当な集合論的な表現定理が今のところ知られていない。そこで、本論文で
は集合論的でない、別のタイプの表現定理を用いて Kripke-styleの semanticsを構成した。この
semanticsは空でない集合といくつかの演算子から構成されている。我々は、任意の orthomodular

logicがこの種の semanticsによって特徴づけられることを示し、さらに orthomodular logicの無
限拡大についても議論した。
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